
令和７年度 第８回 教育委員会会議 会議録 

 

日    時：令和７年１０月２８日(火) 午後３時３０分 

場   所：ながす未来館 ２階会議室 

教育委員：出席者３人：坂本教育長職務代理者、塚本委員、福島委員 

    ：欠席者 岩切委員 

教 育 長：松永教育長 

事 務 局：学校教育課 漁長課長、稲田教育審議員、福田指導主事、笠課長補佐 

           山村係長 

案  件： 

（１）協議第 ３号 「長洲町教育振興基本計画（第３期）」について 

 （２）報告第１３号 生徒指導について（非公開） 

 

 

開会（午後３時３０分） 

〇学校教育課長より 

・教育委員会議開会の宣言 

〇教育長より 

・出席委員定数の報告並びに会議成立の報告 

・議事日程の確認 

・会議録署名委員の指名（福島教育委員） 

 

 

（１）協議第３号 「長洲町教育振興基本計画（第３期）」について 

【学校教育課長、学校教育課学校教育係長説明】 

「長洲町教育振興基本計画（第３期）」素案第３稿について説明 

 

【教育委員】 

 「家庭・地域の教育力の向上」とは、地域に対しても教育力の向上を求めていくんでしょ

うか。家庭教育の向上については理解できますが、地域に対しても教育力の向上を求めてる

んでしょうか。 

 

【学校教育課学校教育係長】 

 地域の教育力については、現在も活動されておりますが、コミュニティスクールや地域学

校協働活動を推進していくと計画に記載しておりますので、今回の計画では基本方針に頭出

しをしたものになります。 

 

【教育審議員】 

 現状としましては、学校だけではまかなっていけないので、地域にも教育に携わってもら

うっていうことで、教育への協力をお願いしております。 

 そういうことから意味合いとしては、地域にも協力をお願いしますというものになります。 

 文科省から出ているポイントとしても、これまでの経緯や背景等から地域における教育力

の低下、家庭の孤立などの課題や学校を取り巻く問題の複雑化・困難化に対して社会総がか

りで対応することが求められており、地域と学校がパートナーとして連携協働するための組

織的継続的な仕組みが必要不可欠というように書かれてあります。 

近年、地域で関わる人がいない、怒る人がいないといったそのような現状に対して、地域

のおける教育力を上げていくということは、一般的に使われる言葉です。 

 
 



○教育長 

 教義第３号について、議決してよろしいか。 

○教育委員 

 異議なし 

○教育長 

 教義第３号については、議決します。 

 
 

（２）報告第１号 生徒指導について（非公開） 
 
 

閉会（午後４時３０分） 

 


